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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高は80,097百万円（前年同期比9,778百万円減少）とな

り、売上高は官公庁工事が増加したものの、新型コロナウイルス感染症拡大の影響等によりお客様の設備投資が抑

制されたことや、建築大型工事の進捗遅れ等の民間工事減少により、71,280百万円（前年同期比15,611百万円減

少）となりました。

利益につきましては、売上総利益は9,096百万円（前年同期比5,660百万円減少）、営業利益は3,860百万円（前年

同期比5,595百万円減少）、経常利益は4,181百万円（前年同期比5,641百万円減少）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は3,097百万円（前年同期比3,570百万円減少）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりです。なお、セグメントの売上高につきましては、外部顧客への売上

高を記載しております。

（土木事業）

受注高は53,049百万円（前年同期比18.8％減）、売上高は50,460百万円（前年同期比13.6％減）、次期繰越高は

56,089百万円となりました。

セグメント利益は2,685百万円（前年同期比55.3％減）となりました。

（建築事業）

受注高は27,047百万円（前年同期比10.0％増）、売上高は14,923百万円（前年同期比31.4％減）、次期繰越高は

37,422百万円となりました。

セグメント利益は682百万円（前年同期比75.5％減）となりました。

（その他）

売上高は5,896百万円（前年同期比12.6％減）で、その主なものは鉄道関連製品の製造及び販売収入でありま

す。

セグメント利益は478百万円（前年同期比25.9％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は125,901百万円（前年度末比15,799百万円減少）となりました。

主な要因は、受取手形・完成工事未収入金等の減少であります。

負債合計は、29,565百万円（前年度末比15,381百万円減少）となりました。主な要因は、支払手形・工事未払金

等の減少であります。

純資産合計は、96,336百万円（前年度末比418百万円減少）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間の業績を踏まえ検討した結果、現時点では、2021年11

月10日発表の通期の予想について変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 31,694,569 29,458,384

受取手形・完成工事未収入金等 76,008,327 55,231,496

未成工事支出金等 3,443,043 8,378,602

その他 1,361,631 2,371,833

貸倒引当金 △6,740 △5,282

流動資産合計 112,500,833 95,435,034

固定資産

有形固定資産 15,281,270 17,280,334

無形固定資産 515,203 451,556

投資その他の資産

投資有価証券 12,067,696 11,312,546

その他 1,760,417 1,835,431

貸倒引当金 △424,364 △413,734

投資その他の資産合計 13,403,749 12,734,244

固定資産合計 29,200,224 30,466,135

資産合計 141,701,057 125,901,169
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 26,737,609 20,005,950

未払法人税等 2,597,884 31,666

未成工事受入金 296,506 1,446,433

完成工事補償引当金 79,064 309,638

工事損失引当金 63,253 64,066

賞与引当金 1,818,764 918,701

その他 10,536,621 3,895,623

流動負債合計 42,129,702 26,672,079

固定負債

修繕引当金 595,035 495,022

退職給付に係る負債 635,831 673,281

資産除去債務 133,064 144,140

その他 1,452,975 1,580,526

固定負債合計 2,816,906 2,892,970

負債合計 44,946,609 29,565,050

純資産の部

株主資本

資本金 2,810,000 2,810,000

資本剰余金 2,351,082 2,351,082

利益剰余金 90,744,494 90,778,585

自己株式 △3,894,685 △3,894,685

株主資本合計 92,010,891 92,044,981

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,385,595 2,827,390

退職給付に係る調整累計額 19,346 79,664

その他の包括利益累計額合計 3,404,941 2,907,054

非支配株主持分 1,338,615 1,384,083

純資産合計 96,754,447 96,336,119

負債純資産合計 141,701,057 125,901,169
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高

完成工事高 80,148,786 65,383,408

付帯事業売上高 6,743,403 5,896,848

売上高合計 86,892,189 71,280,256

売上原価

完成工事原価 66,681,264 57,459,580

付帯事業売上原価 5,453,329 4,724,057

売上原価合計 72,134,594 62,183,637

売上総利益

完成工事総利益 13,467,521 7,923,827

付帯事業総利益 1,290,073 1,172,790

売上総利益合計 14,757,594 9,096,618

販売費及び一般管理費 5,301,361 5,235,646

営業利益 9,456,233 3,860,971

営業外収益

受取利息 37 28

受取配当金 236,067 213,549

持分法による投資利益 121,742 96,483

その他 23,903 24,760

営業外収益合計 381,750 334,822

営業外費用

支払利息 14,898 13,522

その他 － 305

営業外費用合計 14,898 13,827

経常利益 9,823,085 4,181,966

特別利益

固定資産売却益 363 4,596

投資有価証券売却益 58,967 583,200

特別利益合計 59,331 587,796

特別損失

固定資産売却損 － 2,711

固定資産除却損 79,091 119,930

その他 260 －

特別損失合計 79,351 122,642

税金等調整前四半期純利益 9,803,065 4,647,120

法人税、住民税及び事業税 2,585,341 1,081,514

法人税等調整額 439,722 399,488

法人税等合計 3,025,064 1,481,003

四半期純利益 6,778,000 3,166,116

非支配株主に帰属する四半期純利益 109,666 68,164

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,668,333 3,097,952
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 6,778,000 3,166,116

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △533,438 △576,817

退職給付に係る調整額 36,616 60,318

持分法適用会社に対する持分相当額 △2,710 △2,327

その他の包括利益合計 △499,532 △518,827

四半期包括利益 6,278,467 2,647,289

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,195,126 2,600,065

非支配株主に係る四半期包括利益 83,341 47,224
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、工事契約に係る収益認識に関して、従来は工事の進捗部分について成果の確実性が認められる

工事については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、工期がごく

短い工事を除き、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しておりま

す。なお、履行義務の充足に係る進捗度の見積りの方法は、工事原価総額に対する発生原価の割合（インプッ

ト法）で算出しております。また、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることができないが、当該履

行義務を充足する際に発生する費用を回収することが見込まれる場合には、原価回収基準を適用しておりま

す。工期がごく短い工事については、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で

収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ておりますが、利益剰余金の当期首残高へ与える影響はありません。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載

しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に

与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の収束時期等を含む

仮定及び会計上の見積りについて、重要な変更はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結損益

計算書計上額

（注３）土木事業 建築事業 計

売上高

外部顧客への売上高 58,385,894 21,762,892 80,148,786 6,743,403 86,892,189 － 86,892,189

セグメント間の

内部売上高又は振替高
－ 343,363 343,363 1,102,301 1,445,664 △1,445,664 －

計 58,385,894 22,106,255 80,492,149 7,845,704 88,337,854 △1,445,664 86,892,189

セグメント利益 6,007,840 2,788,262 8,796,103 646,082 9,442,186 14,047 9,456,233

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、鉄道関連製品の製造及び販売、不

動産賃貸事業並びに環境事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額14,047千円は、セグメント間取引消去6,220千円及び固定資産の未実現損益の調整

額7,827千円であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結損益

計算書計上額

（注３）土木事業 建築事業 計

売上高

　一時点で移転される

　財又はサービス
14,761,553 3,112,873 17,874,427 5,566,182 23,440,610 － 23,440,610

　一定の期間にわたり移転される

　財又はサービス
35,698,505 11,810,474 47,508,980 － 47,508,980 － 47,508,980

顧客との契約から生じる収益 50,460,059 14,923,348 65,383,408 5,566,182 70,949,591 － 70,949,591

その他の収益 － － － 330,665 330,665 － 330,665

外部顧客への売上高 50,460,059 14,923,348 65,383,408 5,896,848 71,280,256 － 71,280,256

セグメント間の

内部売上高又は振替高
－ 1,487,850 1,487,850 769,368 2,257,218 △2,257,218 －

計 50,460,059 16,411,199 66,871,258 6,666,216 73,537,474 △2,257,218 71,280,256

セグメント利益 2,685,880 682,274 3,368,154 478,962 3,847,116 13,854 3,860,971

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、鉄道関連製品の製造及び販売、不

動産賃貸事業並びに環境事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額13,854千円は、セグメント間取引消去6,685千円及び固定資産の未実現損益の調整

額7,169千円であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．補足情報

受注高・売上高・繰越高の状況

　 連 結 部 門 別 受 注 高 比 較 表

（百万円未満切捨て）

区分 前第３四半期連結累計期間 構成比 当第３四半期連結累計期間 構成比

《建設事業》 百万円 百万円

土 木 65,297 72.7% 53,049 66.2%

建 築 24,578 27.3% 27,047 33.8%

計 89,876 100.0% 80,097 100.0%

官 公 庁

8,495 9.4% 8,087 10.1%

　鉄 道 5,062 5.6% 　鉄 道 1,620 2.0%

　一 般 3,433 3.8% 　一 般 6,467 8.1%

民 間

81,380 90.6% 72,009 89.9%

　鉄 道 73,475 81.8% 　鉄 道 60,164 75.1%

　一 般 7,904 8.8% 　一 般 11,844 14.8%

合 計

89,876 100.0% 80,097 100.0%

　鉄 道 78,537 87.4% 　鉄 道 61,785 77.1%

　一 般 11,338 12.6% 　一 般 18,312 22.9%

連 結 部 門 別 売 上 高 比 較 表

（百万円未満切捨て）

区分 前第３四半期連結累計期間 構成比 当第３四半期連結累計期間 構成比

《建設事業》

　完成工事高 百万円 百万円

土 木 58,385 72.8% 50,460 77.2%

建 築 21,762 27.2% 14,923 22.8%

計 80,148 100.0% 65,383 100.0%

官 公 庁

7,293 9.1% 8,148 12.5%

　鉄 道 2,393 3.0% 　鉄 道 3,369 5.2%

　一 般 4,900 6.1% 　一 般 4,779 7.3%

民 間

72,854 90.9% 57,234 87.5%

　鉄 道 65,127 81.3% 　鉄 道 50,876 77.8%

　一 般 7,727 9.6% 　一 般 6,358 9.7%

合 計

80,148 100.0% 65,383 100.0%

　鉄 道 67,521 84.3% 　鉄 道 54,246 83.0%

　一 般 12,627 15.7% 　一 般 11,137 17.0%

《付帯事業》売上高 6,743 － 5,896 －

売 上 高 合計 86,892 － 71,280 －

連 結 部 門 別 繰 越 高 比 較 表

（百万円未満切捨て）

区分 前第３四半期連結会計期間末 構成比 当第３四半期連結会計期間末 構成比

《建設事業》 百万円 百万円

土 木 64,077 71.7% 56,089 60.0%

建 築 25,335 28.3% 37,422 40.0%

計 89,413 100.0% 93,512 100.0%

官 公 庁

18,941 21.2% 17,449 18.7%

　鉄 道 7,988 8.9% 　鉄 道 5,563 6.0%

　一 般 10,953 12.3% 　一 般 11,885 12.7%

民 間

70,472 78.8% 76,062 81.3%

　鉄 道 62,566 70.0% 　鉄 道 59,883 64.0%

　一 般 7,905 8.8% 　一 般 16,179 17.3%

合 計

89,413 100.0% 93,512 100.0%

　鉄 道 70,554 78.9% 　鉄 道 65,447 70.0%

　一 般 18,858 21.1% 　一 般 28,065 30.0%

　




